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第4表　成熟　期　に　お　け　る　調　査

調 査

区

玉筍黍について見るに普通耕より深耕・掛巴より多肥

石灰30文より90貫の方が明らかに増収を示しておる．④

普通耕多肥90某が減収しておるのは区の配列による地力

によるものか明らかでない．一升重・百粒重は一定の憐

向でない．

馬鈴薯の場合深耕区は普通耕区に比較して薯重が劣り

個数において優るようであり，「駿に深耕区は大挙が少

く小菅が多くなる仮向が見られるが余り明らかでない．

白菜について見るに発芽悪く再播種し生育は遅れ気味

で掛こ深耕区に多く見受けられ収量は劣っておる．

以上のことから深耕初年目において深耕効果の大きい

作物は陸稲・玉萄黍で特に多肥施用の場合新著で大豆・

白菜には認め難い．

腐植質火山灰土畑地における探耕の効果

影　山　良　知・菅　野　　　正

（福島県農試）

1．は　じ　め　に

深耕は如何なる場所でも，大きな効果が挙げ得るもの

ではなく，土層の配列・下層土の性質によって深耕の可

否を決め，更に深耕の方法（単なる深耕・混屑耕・心土

耕）と深耕後の適切な作物の作付け並びに栽培法がとら

れなければならない．

このような基本的考えから矢吹ケ原の洪疏火山灰土畑

地において，土壌の性質を調査し（第1表），それを改

善するための深耕がどの位効果があるかを予備的に試験

した．その結果更に多くの問題が残ってはいるが，第1

作にお，いて顕著な効果が認められたので，一応報告する

ことにした．

2．試験地土壌の性賞
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第1表　土層の配列と化学的性質
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3．試　験　方　法

1．陸稲東北38号

2．1区5坪3連制

3．深耕の程度と施肥見について区を設けた・

1．試　験　結　果

1．深耕により耕土の酸度が弱まった．

2．板張り状況は．普通緋は第2層の硬い層以下への伸

長がほとんど見られなかったのに反し，深耕区はその深

さまで多くの枚が見られた（第1図）．
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第1回　鋤床屑破壊耕（1尺）普通耕（5寸）

第2表　文米収量比率
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利用地，第2層は可成り硬い屑で，第4層は褐色埴土

3．2～3尺深耕区は下葉に汚赤紫色の斑点が発現し，

部分的に征酋状となり生育不整となった．しかし，この

低向は増肥により少かった．

4．成熟期の梓長は深耕する程低く．増肥することによ

って高い∴穂長も略々岡ようで，穂数は一定の傾向を示

さなかった．

5．収童は一尺桝が最も多収で，2尺耕は差配良くなか

った（第2表）．

第3表　跡地土壌・作土の性質

区　　　　　別 矧（晶恒甥要望 全窒素

5．む　　す　　び

1．本試験地の如く，耕土下に可成り硬い層（厚さ5寸，

畜力利用に困る鋤床屑か）を砕くことが，陸稲の板の伸

長範囲を拡大し，著しい効果がある・

2．腐植質火山灰の耕土に下層の赤土を混層しても効果

はなかった．これが理由は明らかではないが新土（物理

的に均整でない）で生育がみだれ，且つ土塊pHが6・8

～7．0となり陸稲の適酸度より（pH4，6～5・5）可成り

悪い条件に変ったことに困るものと推定される・

3．深耕により耕土の宿薄化が招来するので堆肥・燐酸

の増施が重要なことである．


